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山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

乾
燥
・
強
風
の
季
節
は
特
に
注
意
！

特集

出典：
厚生労働省
　「山火事を防ぐためにできること」
政府広報オンライン
　（https://www.govonline.go.jp/
　article/202601/entry-10685.html）

生
命
や
財
産
に
影
響
が
大
き
い

山
火
事

　
昨
年
３
月
に
岡
山
市
南
区
や
玉

野
市
に
ま
た
が
る
地
域
で
発
生
し

た
大
規
模
な
山
林
火
災
は
記
憶
に

新
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
火
災

で
は
県
内
観
測
史
上
最
大
と
な
る

約
４
８
６
ha
が
焼
失
し
、
強
い
風

に
乗
っ
て
急
速
に
炎
が
広
が
っ
た

こ
と
で
周
辺
地
域
に
避
難
指
示
が

出
さ
れ
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
切
な

森
林
資
源
や
住
家
、
人
命
に
関
わ

る
問
題
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に

と
っ
て
実
感
を
伴
っ
た
出
来
事
で

し
た
。
ま
た
、
勝
央
町
の
よ
う
な

山
林
と
集
落
が
隣
接
し
て
い
る
地

域
で
影
響
が
大
き
い
の
が
、
一
度

出
火
し
た
際
の
延
焼
リ
ス
ク
や
土

砂
災
害
な
ど
の
二
次
被
害
で
す
。

今
回
の
岡
山
市
の
事
例
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
が
過
ご
す
身
近
な

山
林
周
辺
で
も
火
災
の
リ
ス
ク
は

常
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
山
火

事
発
生
の
背
景
に
は
、
乾
燥
や
強

風
と
い
っ
た
気
象
条
件
だ
け
で
な

く
、
屋
外
で
の
焼
却
作
業
や
火
の

不
始
末
な
ど
、
人
に
よ
る
火
の
取

り
扱
い
が
深
く
関
係
し
て
い
ま

す
。

　
本
特
集
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
乾

燥
す
る
季
節
が
続
く
中
、
一
人
ひ

と
り
が
防
火
意
識
を
高
め
、
大
切

な
命
と
森
林
を
守
る
た
め
の
具
体

的
な
予
防
策
を
考
え
ま
す
。

山
火
事
の
多
く
は

不
注
意
に
よ
る
も
の
！

　
山
火
事
を
始
め
と
す
る
林
野
火

災
は
年
間
を
通
じ
て
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
２
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
多
く
発
生
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
図
１
の
グ
ラ
フ
に
あ
る

よ
う
に
、
令
和
２
年
か
ら
令
和
６

年
の
全
国
の
月
別
出
火
件
数
（
平

均
）
を
見
て
も
、
出
火
件
数
の
６

割
超
が
こ
の
２
月
か
ら
５
月
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
降

水
量
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
し
、

強
風
が
吹
き
や
す
い
と
い
う
火
災

が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
が
重

な
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

な
お
、
同
期
間
に
お
け
る
全
国
の

平
均
焼
損
面
積
は
７
５
２
ha
に
及

び
、
平
均
損
害
額
は
約
３
・
２
億

円
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
山
火

事
で
す
が
、
そ
の
発
生
原
因
の
多

く
は
落
雷
な
ど
の
自
然
現
象
で
は

な
く
、
た
き
火
や
た
ば
こ
の
不
始

末
と
い
っ
た「
人
に
よ
る
不
注
意
」

で
す
。
つ
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
が

火
の
取
り
扱
い
に
気
を
付
け
る
こ

と
で
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

森
林
周
辺
で

火
入
れ
行
う
際
の
注
意
点

　
森
林
や
そ
の
周
辺
で
火
入
れ
を

行
う
際
は
、
細
心
の
注
意
が
必
要

で
す
。
森
林
法
に
よ
り
、
森
林
ま

た
は
そ
の
周
囲
１
㎞
の
範
囲
内
で

火
入
れ
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に

市
町
村
長
の
許
可
を
得
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
乾
燥

し
た
季
節
や
風
の
強
い
日
は
火
が

広
が
り
や
す
い
た
め
、
事
前
に
天

候
を
確
認
し
、
消
火
用
の
水
や
用

具
を
準
備
し
た
う
え
で
、
条
例
で

定
め
ら
れ
た
人
数
以
上
で
作
業
を

行
い
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

無
許
可
の
火
入
れ
や
指
示
違
反
に

は
罰
金
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
自
宅
の
庭
な
ど
で

行
う
日
常
生
活
上
の
た
き
火
も

「
自
分
の
敷
地
だ
か
ら
大
丈
夫
」

と
油
断
せ
ず
、
風
の
強
い
日
や
乾

燥
し
た
日
の
作
業
は
避
け
、
水
を

使
っ
て
完
全
に
消
火
し
た
こ
と
を

確
認
す
る
ま
で
絶
対
に
そ
の
場
を

離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
人
ひ

と
り
の
防
災
意
識
と
正
し
い
行
動

で
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
森

林
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ア
ウ
ト
ド
ア
時
の

火
の
取
り
扱
い
マ
ナ
ー

　
近
年
、
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
な
ど

の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
が
人
気

を
集
め
て
お
り
、
多

く
の
人
が
自
然
の
中

で
火
を
扱
う
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
豊

か
な
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
安
全
に
過
ご

す
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
火
の

取
り
扱
い
マ
ナ
ー
を

正
し
く
理
解
し
、
徹

底
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
火
を
使
う

際
は
、
ま
ず
周
囲
に

枯
れ
葉
や
枯
れ
草
な

ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
か

入
念
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
使
用
中
は
万
が
一
の
ト
ラ
ブ

ル
に
備
え
て
あ
ら
か
じ
め
消
火
用

の
水
を
準
備
し
、
決
し
て
火
か
ら

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
日

や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
は
、

火
粉
が
飛
び
散
っ
て
意
図
し
な
い

場
所
に
燃
え
広
が
る
危
険
が
高
ま

る
た
め
、
無
理
な
使
用
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を

一
瞬
の
不
注
意
で
台
無
し
に
し
な

い
た
め
に
も
、
万
全
の
体
制
を
整

え
、
使
用
後
は
水
を
使
っ
て
完
全

に
消
火
し
た
こ
と
を
目
視
で
確
認

し
て
か
ら
撤
収
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
に
ア
ウ
ト

ド
ア
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

自
然
を
守
る
た
め
の

身
近
な
行
動
か
ら
始
め
よ
う

　
空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
や
天
気

が
良
い
日
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
で
自
然
豊
か
な
ス

ポ
ッ
ト
に
出
掛
け
る
人
も
多
く
な

り
ま
す
。
豊
か
な
自

然
を
楽
し
む
一
方

で
、
一
人
ひ
と
り
が

火
の
取
り
扱
い
に
気

を
配
る
こ
と
が
、
大

切
な
森
林
を
守
る
第

一
歩
で
す
。
ご
み
を

持
ち
帰
る
、
指
定
場

所
以
外
で
火
を
使
わ

な
い
と
い
っ
た
身
近

な
マ
ナ
ー
を
徹
底

し
、
み
ん
な
で
山
火

事
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　
11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で

の
間
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運

動
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、

『
火
の
確
認　
い
い
日
を
支
え
る

　
い
い
週
間
』
を
合
言
葉
に
、
各

地
区
の
消
防
団
が
、
随
時
火
災
予

防
の
P
R
と
火
災
警
戒
を
兼
ね
た

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し

て
、
火
事
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

火
事
の
元
と
な
り
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

（
図
１
）

（
図
２
）
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一般家庭用

粗大ごみと家電リサイクル品を収集します
■問　健康福祉部　☎38-7102

　町内一斉環境美化の日に合わせて、
粗大ごみを収集します。

■パソコンのデータ消去は、搬入者が責任をもって行ってください。
■機械類やファンヒーター、ストーブなどの油は必ず抜き取ってください。
■会場内では、係員の指示に従ってください。（従っていただけない場合、収
集をお断りすることがあります）
■粗大ごみを車両へ積み込む際は、あらかじめ積み下ろしがしやすいよう、分別をお願いします。（分別
を行わずに積み下ろしをすると、会場内の混雑や事故の原因となります）
■会場からの粗大ごみの持ち出しを禁止します。会場内の交通の安全を確保するため、会場関係者およ
び粗大ごみを捨てられる人以外の会場への立入を禁止します。

家電類、パソコン、粗大鉄、家具類、プラスチック類、ビニール類、バッテリー、ガラスなど

　必ず家電リサイクル券を郵便局で事前に購入し、
持参してください。
　家電リサイクル券がない場合は、引き取ることが
できません。

粗大ごみ収集品目

家電リサイクル収集品目
（テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

12月６日㈰
勝央苑　西側駐車場
９：00～15：00
※品目の重量などにより、金額が異なる場合があ
りますのでご了承ください。

手数料１品500円～

持ち込むことができないごみ

■　粗大ごみ以外のごみ
■　45ℓの指定ごみ袋に入るサイズのランドセル・かばん（キャリーバッグ・ゴルフバッグなど
を除く）、靴など

　→各地区のごみステーションに出してください。
■　事業系粗大ごみ
■　自動車部品（バンパー、フロントライト、サイドミラー、座席など）、タイヤ
　→自動車販売店に相談してください
■　農業用廃ビニール・農業用ホース・農業用機械・苗箱・畔シート・肥料袋などの農業用資材
■　瓦・レンガ・せっこうボード・スレート類
　→産業廃棄物処理業者に相談してください
■　プロパンガスのボンベ、消火器
　→取扱店に相談してください

news

お知らせ

手数料１品1,000円
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令和８年 　勝央町教育委員会では、中学校の部活動を地域
主体へ移行する「地域展開」を進めています。
　本町の地域展開は、単なる部活動の代替にとど
まらず、「子どもから大人まで、誰もが将来にわ
たりスポーツや文化活動に親しめる町全体の振
興」という広い視野を持って取り組んでいます。
　いよいよ町内でも新しい「認定地域クラブ」が
立ち上がってきました。

　説明会では、制度の概要や、立ち上がってきた
クラブの紹介、活動を支援する交付金制度につい
てご説明しますので、どなたでもお気軽にご参加
ください。

かつまだ学童クラブ（学童保育）新規会員募集
■問　かつまだ学童クラブ　☎38-6002

　令和９年度新規会員を次のとおり募集します。

・勝間田小学校に通学する児童。
・放課後、土曜日、春夏冬休みに親の共働きなど
の理由で保護する大人を欠く児童。

　下表参照

・期間外の受け付けはできませんので期限を厳守
してください。

・現在利用中の人も申し込みが必要です。締切日
以降は受け付けできません。

　ふれあい館「かしの木」（勝間田788）

　学童クラブに備え付けの申込用紙に必要事項を
記載のうえご提出ください。 　かつまだ学童クラブ

　☎38−6002（平日14：00～18：00）

　11月16日㈪〜12月11日㈮
※期間厳守

◆　対象児　◆ ◆　月謝　◆

◆　注意事項　◆

◆　活動場所　◆

◆　申込方法　◆
◆　提出　◆

◆　申込期間　◆

news

お知らせ

コース種別 平常月 春休み 夏休み 冬休み

平常コース 月～金曜日 8,000円 8,000円 10,000円（８月のみ） 8,000円
土曜日 １回の利用につき　800円（18：00まで）

休業コース 月～金曜日 30,000円
平常コース…月～金曜日、土曜日、春・夏・冬休み
休業コース…春・夏・冬休み（休業中の登校日の利用可能）※４・５・６年生は利用不可

個人情報保護のため、
ホームページ上では掲載しておりません。
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満１歳になるお子さんです。笑 顔

１歳のお誕生日
　　　　おめでとう♪
　元気に大きくなってね！
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「
令
和
８
年
度
勝
央
中
学

校
体
育
会
」
が
９
月
12
日
、

勝
央
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
体
育
会
日
和
。
生
徒

ら
は
精
一
杯
競
技
や
演
技
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
輝
熱
闘
訓
友
～

笑
っ
て
手
を
取
り
合
い
熱
意

で
輝
こ
う
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
笑
顔
が
輝
く
、
青
春

が
詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

３
年
生
を
中
心
に
練
習
を
重

ね
た
「
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
」

が
披
露
さ
れ
、
圧
巻
の
演
技

で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

輝
き

熱
ん

闘
と

訓
く

友
ん

！　勝央中学校　体育会

　

金
時
祭
式
典
で
「
金
太
郎
賞
」「
ス
ポ
ー

ツ
賞
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
金
太
郎
賞
」
は
、
平
素
か
ら
体
力
づ
く

り
や
文
化
活
動
に
率
先
し
て
努
力
し
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
の
模
範
と
な
る
少
年
や
グ

ル
ー
プ
に
町
が
贈
る
賞
で
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体
、ま
た
、国
際
的・

全
国
的
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や

団
体
に
体
育
協
会
が
贈
る
賞
で
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
第
50
回
金
太
郎
賞
】

　
植
月　
花
歩
（
剣
道
）

　
佐
々
木
さ
く
ら
（
少
林
寺
拳
法
）

　
春
名　
美
里
（
な
ぎ
な
た
）

　
波
床　
明
音
（
空
手
道
）

　
長
舩　
陽
人
（
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
）

　
金
本　
汰
寛
（
植
月
サ
ッ
カ
ー
）

　
國
岡　
　
柊
（
吉
野・古
吉
野
サ
ッ
カ
ー
）

　
中
川　
紗
良
（
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
柴
山　
　
樹
（
Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
森
本　
結
大
（
勝
央
ボ
ー
イ
ズ
）

　
坂
本　
健
仁
（
勝
間
田
小
学
校
）

　
倉
地　
愛
奈
（
勝
央
中
学
校
）

【
第
44
回
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

功
労
賞

　
中
島　
　
章

優
秀
選
手
賞

　
神
田　
美
里
（
太
極
拳
）

　
水
島　
典
子
（
太
極
拳
）

特
別
賞

　
増
本　
奈
月
（
ダ
ン
ス
）

　
奥
野
み
ず
ほ
（
チ
ア
ダ
ン
ス
）

　
西
田　
一
正
（
野
球
）

　
木
下　
真
樹
（
ラ
グ
ビ
ー
）

　
小
林　
千
蔵
（
ラ
グ
ビ
ー
）

　
平
田　
　
悠
（
な
ぎ
な
た
）

　
井
上　
築
玖
（
な
ぎ
な
た
）

　
春
名　
美
里
（
な
ぎ
な
た
）

　
平
田　
彩
晶
（
な
ぎ
な
た
）

　
宮
田　
瑚
都
（
な
ぎ
な
た
）

　
根
本　
菜
羽
（
柔
道
）

第45回勝央町金時祭
　勝央町金時祭が、10月11日に勝央文化ホールおよび図書館周辺を会場に行われ、多彩なイベントが
開催されました。祭会場には屋台村や特産品村が並び、来場者は秋の一日を楽しんでいました。
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　サンサン学園では、おおむね60歳以上の町民
を対象に、「学び」「自分発見」「仲間づくり」を
ねらいとして、新たな知識を学び、好奇心をもっ
てさまざまなことにチャレンジして地域社会や仲
間とのつながりを深めています。
　今年度９回の講座のうち、６月と９月には勝央
町文化協会の伝承事業「ほほえみ天神づくり」に
挑戦しました。６月の成型では勝間田焼同好会の
竹内眞介さんを、９月の絵付けには勝央日本画教
室の居森幸子さんを講師にお迎えし、文化協会員
の指導によ
り、約80
人の学園生
が真剣に、
またワイワ
イと仲間と
の会話を楽
しみながら
取り組みま
した。

　９月10日、みまさか商工会女性部は、勝間田
保育園と町内福祉施設を訪れ、校舎の美化などに
役立ててもらおうと雑巾196枚を贈りました。こ
の活動は、令和４年から町内の保育園や小中学校
などを対象に行っているもので、会員の協力で集
めた雑巾を女性部の大畑副部長らが届けました。
　大畑さんが「会員の想いを届けに来た。校舎の
清掃などに役立てて」と伝えると、受け取った勝
間田保育園の前原園長は「子どもたちと校舎をき
れいに保つために活用したい」と感謝の言葉を述
べました。

　９月19日、勝央
緑地運動公園の多目
的広場を会場に、陸
上競技元日本代表の
木村和史さんを講師
に迎えた「ランニン
グ教室」が開催され
ました。
　これは、陸上クラブ「A-Project」が主催（町
教育委員会と一般社団法人しょうおう志援協会が
共催）して開催したもので、地元の小・中学生ら
約30人が参加しました。
　当日は、世界陸上競技選手権大会に出場した
トップアスリートから「正しい姿勢」や「速く走
るためのコツ」が楽しく分かりやすくレッスンさ
れました。参加した子どもたちは、真剣な表情で
フォームを意識しながら、反復練習やダッシュな
どに取り組んでいました。
　木村さんは、「しっかりと食べて、運動するこ
とが一番の基本。これからも、陸上に限らず、何
事も一生懸命に頑張って」と呼びかけていました。

　10月10日
から青森県で
行われた「国
民スポーツ大
会」に勝央町
から出場した
選手の壮行式
が9月28日、
役場の町長室
で行われました。
　勝央町からは、二宮菜美さん（剣道競技成年女
子）、水田孝子さん（なぎなた競技成年女子）、成
田夢愛さん、松﨑こころさん（サッカー成年女
子）、西元和夏さん（バレーボール少年女子）の
５人が出場。壮行式では、町から記念品と激励金
が贈呈され、選手がそれぞれ大会への抱負を述べ
られました。
　このうち、国体初出場の西元さんは「県の代表
としてプレーできることを嬉しく思う。大会では
日頃の成果を活かし、感謝の気持ちを持ってプ
レーをしたい」と話されました。
　大会結果は22ページをご覧ください。

　９月５日、奈義町滝本グラウンドで、第24回
勝英地域畜産共進会・第23回勝英畜産物フェア
が開催されました。
　共進会には、勝英地域の畜産農家が愛情込めて
育てた18頭の和牛が出品され、体の大きさや発
育状態、姿形の美しさを競いました。
　厳正な審査の結果、勝央町の宮野晃好さんが飼
育する「きたみはなや４」が最高位であるグラン
ドチャンピオンに輝きました。宮野さんは「一生
懸命に育てた牛が賞を取れて嬉しい。県でも金メ
ダルが獲れるよう、力を尽くしたい」と謝辞を述
べていました。
　「きたみはなや4」は10月24日に真庭市で開か
れる岡山県畜産共進会に出場します。

　 ９ 月18日、
勝間田小学校の
運営委員会に所
属する児童20
人が公民館を訪
れ、全校で集め
た募金を神田教
育長へ手渡しま
した。この募金は、先日発生した熊本地震で困っ
ている人の役に立ててほしいという児童の想いか
ら、９月10日から17日までの８日間で集められ
たものです。
　当日は、集まった募金が手渡され、同校の運営
委員長で６年生の清原良太さんが「熊本の地震で
困っている人に渡してください」と真剣な表情で
想いを伝えました。これに対し教育長は「皆さん
の想いのこもった募金を大切に熊本に届けます」
と応え、児童たちの自主的で温かい行動力を称え
ました。
　この募金は町から日本赤十字社に送り、被災地
の支援のために活用されます。（町では現在、総
合保健福祉センターと総務部の窓口で義援金の受
付を行っています）

　全国で唯一四角い土俵が残る勝央北小学校で、
毎年恒例の「角力（すもう）大会」が開かれました。
今年で19回目を迎える本大会。来年の第20回と
いう大きな節目に向け、今年は「20回記念プレ
大会」として行われ、全校児童約190人が熱戦を
繰り広げました。
　大会では、はじめに１年生が自分たちで考えた
「隼ノ山」「友の藤」「莉乃獅子丸」などのしこ名
でカラフルなまわしを付けて登場。元気な掛け声
でポーズをとり、会場に詰めかけた観客から大き
な歓声が響きました。
　その後は学年ごとに紅白に分かれ取り組みを行
い、行司の「はっけよい、のこった」の合図で力
強く組み合いました。声援を送られた小さな“豆”
力士たちは、押し出しや寄り切りなどの迫力ある
技を次々と披露し
ました。
　出場した児童の
ひとりは「練習を
たくさんしたの
で、力を発揮でき
て良かった」と話
してくれました。

世界陸上の走りを体感！
大会での活躍誓う

夏の祭典で栄冠 熊本へ届け 児童の思い “豆”力士のぶつかり合い

ほほえみ天神づくりを体験
環境の美化に役立ててプロに学ぶランニング教室

国スポ出場選手壮行式

勝英地域畜産共進会 勝間田小学校で募金活動 勝央北小で角力大会

サンサン学園で伝承事業
商工会女性部が雑巾を贈呈

▲真剣な表情で取り組む学園生 ▲女性部から園に雑巾を贈るようす

▲木村さん（手前）の指導を
受けながら練習する子どもたち ▲壮行会に参加した選手ら

（手前左から水田さん、二宮さん、
松﨑さん、成田さん、西元さん）

▲「きたみはなや４」と宮野さん（左端）

▲募金に訪れた児童たち

▲迫力ある取り組みを見せる児童

　８月20日に佐桒房子さんが、100歳の誕生日
を迎えられ、町からお祝い金が贈られました。佐
桒さんは大正15年、６人兄弟の第４子として高
野（旧苫田郡）に生まれ、結婚を機に勝央町に移
り住まれました。結婚後３人のお子さんを授か
り、勝間田の洋裁工場に勤務し絨

じゅう

毯
たん

づくりに携わ
られました。旅行が好きで、近所の人と全国各地
を巡り、多くの思い出を作り、老人会の花植え事
業にも積極的に参加するなど、地域との交流を大
切にされていたそうです。佐桒さんは「夫と一緒
に農作業をしていた頃が一番楽しかった」と話さ
れました。
　現在は、庭の草取りが日課で、一緒に暮らして
いるお孫さんの支えを受けながら穏やかに過ごさ
れており、長寿の理由を「自分の好きなことをし
て過ごすこと」と話されていました。
　８月20日現
在、町内の100
歳以上の人は、
佐桒さんを含め
17名（男性３
名、女性14名）
です。

100歳おめでとうございます
いつまでもお元気で

佐桒　房子さん（豊久田）

▲家族とともに100歳を迎えた佐桒さん
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お
知
ら
せ

募
集

お知らせのページ

役場への電話・メール
総務部（☎38−3111）
　soumu
@town.shoo.okayama.jp
産業建設部
　農業・林業・農業委員会

（☎38−3112）
　sangyou
@town.shoo.okayama.jp
　土木・都市計画

（☎38−3113）
　kensetsu
@town.shoo.okayama.jp
税務住民部
　税　　務（☎38−3114）
　zeimu
@town.shoo.okayama.jp
　国　　保（☎38−3115）
　iryou
@town.shoo.okayama.jp
　戸籍・年金（☎38−3116）
　choumin
@town.shoo.okayama.jp
健康福祉部（☎38−7102）
　福　祉
　fukushi
@town.shoo.okayama.jp
　保健・環境
　kankyouhoken
@town.shoo.okayama.jp
こども未来室（☎38−1192）
第三の居場所（ドリプラ）

（☎38−3301）
上下水道部（☎38−3117）
　上　水
　suidou
@town.shoo.okayama.jp
　下　水
　gesuidou
@town.shoo.okayama.jp
出納室（☎38−1751）
　suitou
@town.shoo.okayama.jp
教育委員会 教育振興部
　学校教育（☎38−1752）
　gakuji
@town.shoo.okayama.jp
　社会教育（☎38−1753）
　syakaikyouiku
@town.shoo.okayama.jp
議会事務局（☎38−1754）
　gikai@town.shoo.okayama.jp

勝央町メール配信
サービス（防災・
行政情報など）
※最初に空メールを送信

　11月３日㈫・23日㈪は祝日でごみ収集はお休
みするため、３日㈫は４日㈬に、23日㈪は25日
㈬に振替収集を行います。
　なお、ごみは各地区の決まった時間内にそれぞ
れの収集場所に出してください。
　適切な分別を行い、可燃ごみの減量にご協力く
ださい。
▶問い合わせ先
　健康福祉部　☎38−7102

ごみ分別アプリ
「さんあ～る」

ごみ収集のお知らせ
令和8年度「勝央町二十歳の集い」のお知らせ

▶日　時
　令和９年１月10日㈰　10：00〜
▶会　場
　勝央文化ホール
▶対象者
　平成18年４月２日～同19年４月１日の間に
生まれた人
▶開催案内
・勝央町出身で現在住所が町外にある人、もし
くは町内勤務者で、勝央町二十歳の集いに参
加をご希望の人は、教育委員会にお問い合わ

せください。
・今年度４月時点で住所が町内の人、並びに参
加希望の連絡をいただいた人には、11月10
日までに開催案内を投函します。

・11月中旬を過ぎても案内が届かない人は教
育委員会にお知らせください。

▶実行委員が決まりました。（敬称略）
　・植月あかり　・篠田　光希　・佐古　桔平
　・橋本　悠実　・福田　杏海　・福田　純矢
▶問い合わせ先
　教育委員会　☎38−1753

お
知
ら
せ

募
集

子
育
て
講
座
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

参
加
者
募
集

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

　
す
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中

の
人
、子
育
て
、孫
育
て
中
の
人
、

子
育
て
に
関
心
を
お
持
ち
の
人
、

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
普

段
の
子
育
て
に
活
か
す
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
講
座
終
了
後
は
、
子
育

て
広
場
「
ち
ゃ
お
」
や
一
時
預
か

り
「
ま
ち
の
わ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
も
活
躍
で
き
ま
す
。

▼
募
集
訓
練
科
名

　
介
護
ス
ペ
シ
ャ
ル
養
成
科

▼
日　
時

　
11
月
10
日
㈫

　
10
時
～
11
時
30
分

▼
場　
所

　
勝
央
み
ん
な
の
未
来
園

ド
リ
ー
ム
＋

▼
テ
ー
マ

　
子
ど
も
の
育
ち
・
親
の
育
ち
を

支
え
る

▼
講　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
子
ど
も
達
の
環
境
を
考
え
る

ひ
こ
う
せ
ん
代
表

赤
迫
康
代
先
生

※
託
児
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
央
み
ん
な
の
未
来
園

ド
リ
ー
ム
＋

　
☎
38
―
３
３
０
１

▼
募
集
期
間

　
12
月
10
日
㈭
ま
で

▼
訓
練
実
施
場
所

　
瀬
戸
町
健
康
福
祉
の
館

　
（
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
下

１
４
６
―
１
）

▼
訓
練
期
間

　
令
和
9
年
1
月
14
日
㈭
〜

７
月
13
日
㈫

▼
対　
象

　
求
職
中
の
人

▼
定　
員

　
15
人

▼
受
講
料

　
無
料（教

材
費
な
ど
は
別
途
必
要
）

▼
申
込
方
法

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相

談
の
う
え
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

校

（
津
山
市
川
崎
９
５
３
）

　
☎
26
―
１
１
２
５

・
検
温
や
体
調
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
天
候
に
応
じ
て
、
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
中
止
の
場
合

は
、
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
主　
催

　
勝
央
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会

▼
後　
援

　
い
き
い
き
金
太
郎
健
康
の
郷
づ

く
り
推
進
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
部

　
☎
38
―
７
１
０
２

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
集
い

参
加
者
募
集

▼
日　
時

　
11
月
14
日
㈯

　
８
時
45
分

▼
集
合
場
所

　

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

▼
見
ど
こ
ろ

　
河
原
の
大
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
を
見

て
散
策
し
ま
し
ょ
う
。（
約
５

㎞
／
２
時
間
）

▼
持
参
物

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
思
い
出
、
金
時
健
幸
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
、
雨
模
様
の
場

合
は
雨
具
、
カ
メ
ラ
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　
保
険
料
50
円

▼
そ
の
他

・
当
日
、
受
付
で
コ
ー
ス
図
を
お

渡
し
し
ま
す
。

元
気
に
な
ろ
う
や
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
！

勝
央
町
ス
イ
ー
ツ
ま
つ
り
＆

マ
ル
シ
ェ
開
催

狩
猟
期
間
の

お
知
ら
せ

　
勝
英
地
域
自
立
支
援
協
議
会
で

は
、「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
」
を

目
指
し
た
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ

は
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
が
交

流
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
事
業
所
で
作
ら
れ
た
各
種

生
産
品
な
ど
の
販
売
、
食
品
の
販

売
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
当
事
者
の
人

が
体
験
発
表
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
発

表
し
ま
す
。
ま
た
福
祉
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
予
定
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
日　
時

　
11
月
28
日
㈯

　
11
時
～
14
時

▼
場　
所

　
奈
義
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
奈
義
町
豊
沢
３
２
７
―
１
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
英
地
域
自
立
支
援
協
議
会
い

き
い
き
活
躍
部
会
事
務
局

岡
山
県
美
作
保
健
所
勝
英
支
所

　
☎
73
―
４
０
５
４

　
今
年
も
毎
年
恒
例
の
「
ス
イ
ー

ツ
ま
つ
り
＆
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催

し
ま
す
！

　
勝
央
町
特
産
の
栗
や
黒
大
豆
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
グ
ル
メ
、
農

産
品
、
雑
貨
な
ど
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
岡
山
甘
栗

を
使
用
し
た
食
べ
比
べ
ケ
ー
キ

セ
ッ
ト
（
限
定
１
５
０
食
）
の
販

売
も
行
い
ま
す
。

▼
日　
時

　
11
月
22
日
㈰

　
11
時
～
15
時

▼
場　
所

　
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

▼
内　
容

　
特
産
ス
イ
ー
ツ
、
焼
き
栗
、
グ

ル
メ・農
産
品・雑
貨
の
販
売
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

※
詳
細
は
、
今
月
号
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
参
照
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
央
町
ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く

り
実
行
委
員
会（産

業
建
設
部
内
）

　
☎
38
―
３
１
１
２

　
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止
を

目
的
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
限
っ
て
は
、
狩
猟
期
間

を
１
か
月
延
長
し
、
３
月
15
日
㈪

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
野
山
に

出
か
け
る
と
き
は
、
目
立
つ
色
の

服
装
を
心
が
け
る
な
ど
、
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
美
作
県
民
局森

林
企
画
課

　
☎
23
―
１
３
８
４

　
11
月
15
日
㈰
か
ら
狩
猟
期
間
が

始
ま
り
ま
す
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
り
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い

深
刻
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
児

童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
平
成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

12
年
法
律
第
82
号
）
が
施
行
さ
れ

た
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
と
位
置
付
け
、
社
会
全
般

に
わ
た
り
、
児
童
虐
待
問
題
に
対

す
る
深
い
関
心
と
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
集
中
的
な
広

報・啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
児
童
虐
待
と
は
？

〈
身
体
的
虐
待
〉
殴
る
、
蹴
る
、

叩
く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く

揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
家
の
外
に

し
め
だ
す
な
ど
。

〈
性
的
虐
待
〉
子
ど
も
へ
の
性
的

行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に

す
る
な
ど
。

〈
ネ
グ
レ
ク
ト
〉
乳
幼
児
を
家
に

残
し
て
外
出
す
る
、
食
事
を
与

え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま

に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置

す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
他

の
人
が
子
ど
も
に
暴
力
を
振
る

う
こ
と
な
ど
を
放
置
す
る
な
ど
。

〈
心
理
的
虐
待
〉
言
葉
に
よ
り
脅

か
す
、無
視
す
る
、き
ょ
う
だ
い

間
で
差
別
的
な
扱
い
を
す
る
、子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
振
る
う（
Ｄ
Ｖ
）な
ど
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
ご
自
身

が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き

に
は
児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓

口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
の
１
本
の
お
電
話
で
救
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
ま
す
。

▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通

　
☎
１
８
９
（
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談

所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

2026.11月号 2026.11月号

2026.1月号 2026.1月号

122026.11月号 2026.11月号

2026.1月号 2026.1月号
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◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
　勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約が必要な場合もありますので、詳しくはお問い合
わせください。

相談の種類 内　　　　　　容 問い合わせ予約 日　　程 時　　間 相談場所
行政相談 行政相談員による行政全般に関する相談 税務住民部

38−3116不要 11/11㈬ 10：00〜12：00 役場２階会議室

消費者相談 相談員による消費生活全般に関する相談
税務住民部
38−3116要 11/17㈫ 10：00〜12：00

13：00〜15：00 消費者相談窓口（役場税務住民部）

悩みごと相談 「ライフサポートセンターつやま」による生活支援を目的とした悩みごと相
談（電話でも対応） ライフサポート

センターつやま
35−2433※臨時休業あり、

事前連絡要
月・水・金曜日
（祝日は除く） 10：00〜17：00

ライフサポートセンターつやま
（津山圏域雇用労働センター内）

（津山市山下92-1）

結婚相談
結婚支援員による相談受付
対象：結婚を希望する独身男女またはその家族
※随時相談を受け付けていますので希望の日時をお伝えください。 総務部

38−3111
要 随時 役場会議室

入
っ
て
い
ま
す
か
、

労
働
保
険

野
焼
き
に
よ
る

大
気
汚
染
を
防
ご
う

夕
暮
れ
時
・
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

　
労
働
保
険
へ
の
加
入
は
お
済
み

で
す
か
？
11
月
１
日
〜
30
日
は
、

労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化

月
間
で
す
。

　
従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
さ
れ

て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
事
業
主
は
、
お
早
目
に
加
入

手
続
き
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
労
働
保
険
の
事
務
処
理

を
代
行
し
て
行
う
労
働
保
険
事
務

組
合
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
８
６
ー２

２
５
ー
２
０
１
２

　
津
山
公
共
職
業
安
定
所

美
作
出
張
所

　
☎
72
ー
１
３
５
１

　
津
山
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
22
ー
７
１
５
７

　
野
焼
き
は
廃
棄
物
処
理
法
に
よ

り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
稲
わ
ら
や
刈

草
な
ど
の
焼
却
は
除
外
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
煙
の
に
お
い
や
灰
の
飛

散
な
ど
、
周
辺
環
境
に
も
影
響
が

あ
る
た
め
、
野
焼
き
は
で
き
る
限

り
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
稲
わ
ら
は
、
水
田
に
す
き
込
み

続
け
る
と
肥
沃
な
土
に
な
る
た

め
、
県
で
は
燃
や
さ
ず
に
有
効
利

用
す
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
空
気
が
澄
ん
だ
「
晴
れ
の
国
お

か
や
ま
」
ら
し
い
青
空
を
守
る
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
時
季
は
日
が
短
く
な
り
、

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
な
ど
し

て
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
へ

　
　
薄
暗
い
時
間
帯
は
歩
行
者
な

ど
が
見
え
に
く
く
、
同
じ
よ
う

に
自
身
の
車
も
歩
行
者
か
ら
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
　

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
に
加

え
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
と
ロ
ー
ビ
ー

ム
の
こ
ま
め
な
切
り
替
え
を
行

い
、「
よ
く
見
え
る
」「
よ
く
見

ら
れ
る
」に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
歩
行
者
の
人
へ

　
　
薄
暗
い
時
間
帯
は
見
え
て
い

る
よ
う
で
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
視
界
が
開
け
た
直
線
道
路
で

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
が
遠

く
に
向
き
や
す
い
た
め
、
近
く

に
い
る
歩
行
者
が
見
落
と
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
歩
行
者
が
急
に
現
れ
た
と

い
う
感
覚
に
な
り
事
故
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
夜
光
反
射
材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
で
目
立
つ
と
と
も
に
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
注
意
力
が
高
ま
る
横

断
歩
道
や
交
差
点
を
、
安
全
確

認
し
た
う
え
で
横
断
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　
☎
０
８
６
―２

３
４
―
０
１
１
０

（
代
表
）

岡山県最低賃金が改定されました HPVワクチンで子宮頸がんを予防しましょう
　岡山県最低賃金が改定されました。使用者は
最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなけれ
ばなりません。
▶時間額
　１，１０４円
　（効力発生日：令和８年10月２日）
・精皆勤手当・通勤手当・家族手当、時間外･
休日･深夜手当、臨時に支払われる賃金など
は、最低賃金に算入されません。

　子宮頸がんの主な原因はHPV（ヒトパ
ピローマウイルス）というウイルスへの感
染とされており、予防接種が有効です。
　HPVワクチン接種は、決められた間隔
をあけてワクチンを２回または３回接種す
る必要があります。接種終了までは６カ月
かかりますので、定期接種の対象者は接種
状況を確認し、接種をご検討ください。
▶問い合わせ先
　健康福祉部　☎38−7102

・「岡山県最低賃金」には、県内の全ての労働
者とその使用者に適用される「地域別最低賃
金」のほか、特定の産業の労働者とその使用
者に適用される「特定最低賃金」があります。

▶問い合わせ先
　岡山労働局賃金室
　☎086−225−2014

国
税
庁
「
消
費
税
率
引
下
げ

特
設
サ
イ
ト
」
の
開
設

　

令
和
８
年
９
月
15
日
、「
飲
食

料
品
消
費
税
率
の
臨
時
的
な
引
下

げ
お
よ
び
就
業
者
負
担
軽
減
支
援

金
の
導
入
に
関
す
る
大
綱
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
令
和
９
年
４
月
１

日
か
ら
２
年
間
、
飲
食
料
品
の
消

費
税
率
を
１
％
と
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
事
業
者
の
皆

さ
ま
や
消
費
者
の
皆
さ
ま
が
気
に

な
る
情
報
を
ま
と
め
た
国
税
庁
の

特
設
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
最
新
の
制
度
内
容
や
よ
く
あ

る
質
問
（
Ｑ
＆
Ａ
）、
各
種
手
続

き
の
案
内
な
ど
が
分
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
国
の
相
談
窓
口

　
消
費
税
軽
減
税
率
・

イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
【
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
☎
０
１
２
０
―２

０
５
―
５
５
３

　
【
受
付
時
間
】

　
９
時
～
17
時
（
土
日
祝
除
く
）

令和８年度定期接種対象者 接種費用

平成22年４月２日～
平成23年４月１日生まれの女子

（高校１年生相当）

無料
※令和９年　　　
　　３月31日まで

平成23年４月２日～
平成27年４月１日生まれの女子
（小学６年生～中学３年生相当）

無料

税
を
考
え
る
週
間
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　
11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。

　
国
税
庁
・
税
務
署
で
は
、
税
の

役
割
や
手
続
き
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
便

利
で
簡
単
な
デ
ジ
タ
ル
手
続
き
の

お
知
ら
せ
で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

　
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
自
動
入
力
で
効

率
化

▼
電
子
納
税
証
明
書

　
ス
マ
ホ
で
請
求
・
受

取
が
可
能

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

　
窓
口
に
行
か
ず
に
納

税
で
き
る
5
つ
の
方

法
▼
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

　
国
税
の
疑
問
に
い
つ

で
も
気
軽
に
相
談

▼
詳
細
は
、
下
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
津
山
税
務
署（

津
山
市
田
町
67
）

　
☎
22
―
３
１
４
７

体
験
子
ど
も
制
服
着
用
体
験
、

鑑
識
活
動
体
験
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
美
作
警
察
署
警
務
課

　
☎
72
―
０
１
１
０

美
作
警
察
署

安
全
安
心
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

　
警
察
署
が
も
っ
と
身
近
に
な
る

一
日
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
「
美
作
警
察
署
安
全

安
心
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
」
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
日　
時

　
11
月
21
日
㈯

　
13
時
～
16
時

▼
場　
所

　
美
作
文
化
セ
ン
タ
ー

（
美
作
市
湯
郷
８
２
６
―
４
）

※
座
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
無
料
駐
車
場
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
内　
容

・
ス
テ
ー
ジ
（
２
部
構
成
）

　
第
１
部

　

美
作
署
員
に
よ
る
防
犯
講

話
、
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ

選
手
や
林
野
高
校
生
が
出
演

　
第
２
部

　
岡
山
県
警
音
楽
隊
に
よ
る
演

奏
、
美
作
ジ
ョ
イ
フ
ル
バ
ン

ド
・
奈
義
吹
奏
楽
団
と
の
共

演

・
展
示
ブ
ー
ス

　
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
・
機
動
隊

レ
ス
キ
ュ
ー
車
の
展
示
、
乗
車
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縁結び同窓会応援事業

同窓会などに補助金が使えます！ 勝央町ニュースポーツ教室

姫新線沿線デジタルスタンプラリー

金時交通安全講習＆体験イベント

■問　総務部元気なまち推進室　☎38-3111 ■問　勝央町スポーツ推進委員協議会事務局　☎38-1753

■問　総務部　☎38-3111

■問　美作交通安全協会勝央支部事務局（総務部）　☎38-3111

　町では、同世代の若者の交流を推進することにより、「出会い」「ふるさとへの関心」「Uター
ン」などの機会を創出することを目的に、同窓会などの補助を行っています。
　詳しくは、町のホームページをご覧ください。

　スポーツが苦手な人でも大歓迎！誰でも楽しめる「ニュースポーツ」に挑戦してみませ
んか？ルールは簡単！初めての人でもすぐに楽しめます！
　子どもから大人まで、家族や友だちと一緒に楽しく体を動かしましょう！「ちょっと気
になる！」と思ったら、ぜひお気軽にご参加ください！
　詳しくは、先月号の折り込みチラシやホームページをご覧ください。

　姫新線沿線のJR駅舎、観光地・商業施設の対象施設を巡り、スタンプを集めて賞品に応募できる「姫
新線沿線デジタルスタンプラリー」を実施しています。
　この機会にぜひ姫新線沿線地域に足を運んで、観光地や商業施設などを巡ってみてください！

①町内の同じ小学校または中学校の卒業生で、学
級（複数学級を含む）、学年、学校単位で開催
されること。
②県内で開催されるものであること。
③10人以上の男女混合の出席者で開催され、そ
のうち独身者が３割以上であり、かつ町外在住
者が３割以上出席すること。
④出席者の年齢が開催する年度の末日時点におい
て満18歳以上満40歳以下であること。
⑤出席者は町が実施するアンケート調査などに協
力すること。

・11月21日㈯　13：00～15：00
　勝央北小学校体育館
・11月28日㈯　13：00～15：00
　勝間田小学校体育館

　12月20日㈰まで

　申込書を公民館へ提出、右の申込
フォームからお申し込みください。

　子どもから大人まで
※金時健幸ポイント対象事業。

①furariアプリをダウンロードして、会員登録後
スタート
②対象施設一覧のチェックポイントを巡り、JR
駅舎＋観光地・商業施設のスタンプを集める。
③各コースごとの抽選にアプリから応募する。

　無料

　11月９日㈪　10：30～12：00

　美作交通安全協会勝央支部

・交通安全に関する講話
・交通安全体験機器を使った体験
・VR交通安全体験（自動車事故編、自転車事故
編、交差点事故編、飲酒運転編）

・歩道を走れる次世代モビリティ乗車体験会
※詳細は、今月号の折り込みチラシをご確認くだ
さい。

※事前予約は必要ありません。ご家族、ご友人連
れでお気軽にお越しください。

　公民館
※公民館前駐車場の一部も会場として使用するた
め、図書館や勝央文化ホール駐車場をご利用く
ださい。

　同窓会の開催予定日の14日前までに、総務部
元気なまち推進室に申請してください。

　出席人数×2,000円（上限50,000円）

◆　補助要件　◆

◆　日時・場所　◆

◆　実施期間　◆

◆　申込　◆

◆　対象　◆

◆　参加方法　◆

◆　参加費　◆

◆　日時　◆

◆　主催　◆

◆　内容　◆

◆　場所　◆

◆　申請方法　◆

◆　補助金額　◆

news

お知らせ
news

お知らせ

news

お知らせ

news

お知らせ

申込フォーム

イベントの詳細（岡山県HP）

ホームページ
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ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

休 館 日：11／1〜6・9〜13・16・24・30 休 館 日：11／2・9・16・19・24・30

11月1日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場
新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。
たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。
連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　11／4・11・18・25
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

【特別展示室】
・綺堂が描く江戸　半七捕物帳110周年記念展

（11月14日㊏～29日㊐）
【展示室】
・青蛙堂鬼談×雨玉舎木版

（11月14日㊏～29日㊐）
　○入館料：一　般　　　　　　　300円
　　　　　　大学生・65歳以上　100円割引（要証明書提示）
　　　　　　高　校　生　以　下　無料
　　　　　　※町内在住の65歳以上の人は無料（要証明書提示）
　　　　　　※�障がい者手帳をお持ちの人および介助者１人

は無料（要証明書提示）
　　　　　　※20人以上の団体は２割引
　　　　　　※割引の併用は不可
【展示室・町民ギャラリー１・２】入場無料
・第56回勝央町文化祭・
　　第19回勝央町生涯学習フェスティバル

展示の部発表
（11月７日㊏９：00〜17：00）
（11月８日㊐９：00〜15：30）

※時間は変更になる場合があります
【町民ギャラリー１】入場無料
・「綺堂怪談華あかり」と綺堂奇譚作品紹介

（11月14日㊏～29日㊐）
・「綺堂生誕祭」第５回こども怪談コンクール

表彰式・記念対談
（11月22日㊐13：30〜）

※詳細は、勝央美術文学館HPにてご確認くださ
い。

綺堂が描く江戸　半七捕物帳110周年記念展
　来年、発表から110年を迎える岡本綺堂 作「半
七捕物帳」は、江戸を舞台にした探偵小説で「捕
物帳」というジャンルを生
んだ時代小説の金字塔で
す。江戸の風物までも瑞々
しく描き込まれ、綺堂は「江
戸の面影」をこの作品の中
に書き遺しています。本展
では、綺堂の直筆原稿と共
に「半七」本の数々を展示
します。
　また、大塚芳忠氏（声
優・ナレーター）による「半
七捕物帳」朗読音声を再び
公開します。お聴き逃しな
く！

『三鬼』　　　　　　　　（小林恭二　著／講談社）
　津山に生まれ東京で歯
医者になり、30歳で自
分の患者に誘われて俳句
を始めたという斎藤敬直
（俳号・西東三鬼）。
　昭和15年、「京大句会
事件」発生。
〈時代の転換点〉の只中
で、異能の俳人・西東三

鬼のたどった数奇な道のりを描く、史実と虚構を
織り交ぜた歴史エンターテイメント！

一 般 書
・『失くしても、また』

（小手鞠るい　著／講談社）
・『70歳からのスマホAI生活

話しかけるだけでパッと解決！』
（吉田昻平　著／Gakken）

児 童 書
・『できる★深まるガチ勢が教える自由研究1巻
　　アリ・天気・鳥・絶滅動物・植物・石を

調べよう』
　（理論社）

・『おこめをつくる　のうふの　のふさん』
　（室井さと子　作／新日本出版社）

◆クリスマスイベント
　期間　12月１日㈫～25日㈮

（図書館休館日を除く）
　期間中に本を借りると数字シールがもらえま
す。ビンゴシートにシールを貼って、たて・よこ・
ななめのどれか一列が揃ったらビンゴ！ビンゴで
きたら素敵なプレゼントがあります！
※プレゼントがなくなり次第終了。
※数字シールは１日１枚配布。
　期間中、図書館入口に特大アドベントカレン
ダーが登場。毎日１冊ずつおすすめ本のカードを
めくってクリスマスまでを、楽しくカウントダウ
ン！どんな本が出てくるかお楽しみに！「半七捕物帳（上巻・下巻）」

1929（昭和４）年春陽堂刊行

出典：TOOLi

勝央中学校生徒会だより
　「
勝
央
中
学
校
生
徒
会
だ
よ
り
」
で
は
、
よ
り
良

い
中
学
校
生
活
へ
向
け
た
活
動
や
地
域
貢
献
に
取
り

組
ん
で
い
る
勝
央
中
学
校
生
徒
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
９
月
25
日
に
生
徒
会
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
立
候

補
者
か
ら
の
演
説
で
は
、
学
校
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
約
や
目
標
、
学
校
生
活
を
よ

り
楽
し
く
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
み
ん
な
が
過
ご

し
や
す
い
学
校
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
が
話

さ
れ
ま
し
た
。
当
選
し
た
生
徒
会
執
行
部
の
メ
ン

バ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
生
徒
会
と
し
て
、
さ
ら
に

明
る
く
、
過
ご
し
や
す
い
学
校
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

９
月
26
日
に
は
美
勝
英
支
部
総
体
が
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
中
止
に
な
っ
た
競
技

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
精
一
杯
力
を
出

し
切
り
ま
し
た
。

　
試
合
中
に
は
、
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
プ
レ
ー
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
大
会
を
通
し
て
得
た
経
験
を
活
か
し
、
次
の
目

標
に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　
10
月
に
は
中
間
テ
ス
ト
、
11
月
に
は
期
末
テ
ス
ト

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
授
業
の
学
習
が
発
揮
で
き
る

よ
う
、
勉
強
に
取
り
組
む
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
勝
央
中
学
校
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勝
央
中
学
校
生
徒
会
本
部

読んでみんちぇ〜
岡山しょうおうチャンネル

byしょうおう志援協会
☎２０−１８１１

（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）
◆勝間田高校の放課後講座「カツトレ」がスタート！◆
　勝間田高校、勝央町、しょうおう志援協会による三者協定に基づき、
令和６年度から始まった勝間田高校のアフタースクール「カツトレ」
が９月17日にスタートしました！
　第１回は、㈱場活堂の泉一也さんを講師に招へいし、ゲーム感覚の
対話やミニワークを通して、コミュニケーションの基本を体感しても
らいました。
　１・２年生を中心に28人の生徒が参加してくれましたが、普段の
授業ではあまり関わることのない他のコースや違う学年の生徒同士が
交流し、大いに盛り上がりました。
　実施後のアンケートでは、86％の生徒が「楽しかった」と回答し、
自由記述では「マイナス面をプラスにできることを学べた」「プラス
思考で生活しようと思った」「自分に伸びしろがあると分かった」な
ど、自分の中でのプラスの変化や学びを感じてもらえたようです。
　「カツトレ」はNPO法人だっぴからも講師を招き、11月下旬まで
実施をし、１～２月に開催予定の大型まちづくりサロンで、学んだことを活かして生徒がファシリテー
ションを行うという全８回の構成で進んでいきます。
　勝間田高校と志援協会が連携して行う「カツトレ」に今後もぜひご期待ください。
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え
ー
が
ん
♥
勝
央
写
真
館

～
読
者
が
撮
る
身
近
な
写
真
を
お
届
け
し
ま
す
～

次
は
12
月
号
で
す
。
皆
さ
ん
の「
紅
葉
」「
晩
秋
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
を
大
募

集
！
作
品
は
広
報
紙
面
で
紹
介
し
ま
す
。
テ
ー
マ
以
外
で
も
人
・
モ
ノ
・
風
景
・
ペ
ッ
ト

ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
や
撮
影
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

問
‥
総
務
部
　
☎
38
ー
３
１
１
１

【投稿フォーム】

輝く明日へ
知り合いの草刈り作業についてい
くと秋のとても美しい空が広がっ
ていました。

ヒロリーン（黒坂）

秋の大収穫
我が家の畑で収穫したさつまいも。
ひ孫の手とハイチーズ。1.2㎏あり
ました。

みよちゃん（植月北）

今月のイチオシ！

ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

休 館 日：11／1〜6・9〜13・16・24・30 休 館 日：11／2・9・16・19・24・30

11月1日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場
新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。
たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。
連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　11／4・11・18・25
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

　木々の葉が少しずつ色づきはじめ、秋の深まり
を感じる季節となりました。
　朝夕は肌寒く感じる日も増えてきましたが、日
中は過ごしやすく、自然の中で過ごすには気持ち
のよい季節です。
　園内でも少しずつ紅葉が進み、秋ならではの景
色を楽しめるようになってきました。季節の移り

変わりを感じながら、ゆったりとした時間をお過
ごしいただけます。ご家族やご友人と一緒に、秋
の景色を眺めながら、心地よいひとときを過ごし
にぜひノースヴィレッジへお越しください。
　今月も皆さまのご来園を心よりお待ちしていま
す。

《世界にひとつだけの作品を作ろう♪陶芸体験》
　ノースヴィレッ
ジでは、陶芸体験
も楽しめます♪
　１人600ｇの粘
土を使って、自分
だけのオリジナル
作品づくりにチャ
レンジしてみませ
んか？「どんな形
にしよう？」「何
を作ろう？」と考
えながら、粘土に触れて作品を作る時間は、子ど
もから大人まで楽しめる体験です。
　完成した作品は、世界に１つだけの特別な思い
出に♡ご家族やお友だちと一緒に、それぞれの個
性あふれる作品を作ってみてくださいね。
　秋のおでかけに、ぜひ陶芸体験を楽しんでみて
ください♪
【料金】１人2,500円（粘土600ｇ）
【場所】ノースヴィレッジ

《乗馬ライセンス》
　にんにんホーススクール
では、乗馬ライセンスを取
得することができます。乗
馬ライセンス５級では、１
回30分の乗馬レッスンを
合計９回受講していただ
き、最後に実技試験と筆記
試験を受けていただきま
す。（何日かに分けて受講）
料金は、受講料30,000円
と申請料11,000円の合計
41,000円（税込）となっ
ています。乗馬の基本的な
操作を習得していただきますので、初めての人も
お気軽に受講していただけます。実際に、にんに
んホーススクールで５級を取得される人は、馬に
乗った経験があまりないという人がほとんどで
す。
　乗馬は体幹が鍛えられ、姿勢やバランスの改善
につながるだけでなく、脂肪燃焼や代謝促進にも
効果的と言われています。また、年齢や性別に関
係なく誰でも楽しむことができるスポーツとし
て、子どもから大人まで幅広い世代が参加してい
ますので、何か資格を取得してみたいとお考えの
人にもおすすめです！
　少しでも興味がありましたら、ぜひ一度お問い
合わせください。お待ちしています！
【問い合わせ先】
　にんにんホーススクール　☎38−7558

勝央町介護予防事業　めざせ！いきいき地域活動通信

認知症に関する映画上映会を開催
Vol.106

　９月６日、「99歳　母と暮らせば」上映会を開催しました。本作品は、アルツハイマー型認知症を発
症した母を介護する息子を通して、２人の日常を描いた映画です。当日は約200人にご来場いただき、
映画を通して認知症や家族について考える機会となりました。

【参加者皆様の声】
・映画に出ていた母と息子のような人生を歩みたいです。
・認知症のことや介護のことをもっと勉強したいと感じました。
・両親の近い将来迎える老いを覚悟できる映画でした。暗い内容になりがちですが、日々を明るく
過ごすヒントになりました。

・大変感動しました。介護する側の優しさや寛大さに涙が出ました。優しく見守りながら介護がで
きるよう心がけたいです。

・介護をされる息子さんの対応や寄り添い方に感動しました。
・支える家族の人たちの暖かさととても朗らかに年をとっていく母の姿がすてきだと思いました。
・デイサービスなどを利用しながら、できれば自宅で介護を続けていきたいです。
・地域の人と交流する場面で母のいきいきした表情をみた時に、外とのつながりは大事だと思いま
した。

　65歳以上の高齢者における４人に１人は認知症または軽度認知障害と言われてい
ます。大切な家族や友人、近所の人、誰にとっても認知症は身近になってきています。
誰もが認知症を他人事ではなく、自分のこととして考え、認知症について知ることが
大切です。
▶問い合わせ先　勝央町地域包括支援センター　☎38−3028
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故
障
し
て　
初
め
て
読
ん
だ　
説
明
書	

古
山
は
つ
子

古
日
記　
読
め
ば
苦
楽
を　
懐
か
し
む	

古
山
恵
美
子

心
読
む　
寡
黙
が
ゆ
え
の　
食
い
違
い	

古
山　
禮
子

本
を
読
む　
薬
よ
り
効
く　
不
眠
症	
高
橋
小
夜
子

読
み
聞
か
せ　
し
た
孫
に
今　
教
え
ら
れ	
横
林　
和
子

技
術
よ
り　
読
み
が
上
行
く　
勝
負
事	

西
田　
俊
吉

空
気
読
み　
持
ち
つ
持
た
れ
つ　
両
隣	

安
藤　
幹
夫

勝
央
俳
句
会
九
月
例
会
作
品
抄

勝

央

川

柳

社
　
兼
題「
読
む
」

勝
央
短
歌
会

　例
会
詠
草
抄

文
化
祭
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

第
48
回
勝
央
町
文
化
祭
・

第
11
回
勝
央
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

11/4・5

部
会
紹
介

絵
画
教
室
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｏ

ほ
ほ
え
み
天
神
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
紹
介

部
会
紹
介

下
山
　
中
　
　

（
個
人
会
員
）

公
民
館
講
座
　
　
　
　
　
　

「
手
話
で
話
そ
う
」

津
軽
三
味
線
　
福
居
一
大
　
生
誕
祭
　
　
　
　
　

津
軽
三
味
線
極
弾
き
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

勝
央
町
文
化
協
会

■町社会福祉協議会へ
◇下町川　竹内　市子（亡母　廣幡幸江）
◇曽　井　間山　啓子（亡母　美枝子）
　　曽井地区にも
◇石　生　塚本　弘樹（亡妻　敏子）
　　河原五区千歳会にも
◇畑　屋　野上　裕子（亡母　澄子）
　　勝央苑にも

■一般寄付
◇車椅子　５脚（匿名）

国
民
年
金

だ
よ
り

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

文 化 協 会 だ よ り

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」だ
よ
り
Vol.102

〈
モ
ル
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
〉

　
９
月
５
日
・
12
日
・
19
日
に
開
催
し

た
モ
ル
ッ
ク
体
験
会
に
は
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
人
も
経
験
者
も
一
緒
に
な
っ
て

盛
り
上
が
り
、
モ
ル
ッ
ク
の
魅
力
を
共

有
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ク
ル

と
し
て
継
続
的
に
活
動
し
、
大
会
出
場

も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
登
山
サ
ー
ク
ル
〉

　
９
月
27
日
は
、
６
人
で
鳥
取
県
境
に

あ
る
毛
無
山
を
訪
れ
ま
し
た
。
天
候
は

曇
り
で
、
山
頂
付
近
は
一
面
の
白
い
霧

に
包
ま
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
を

歩
き
ま
し
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か

ら
毛
無
山
、
白
馬
山
を
巡
る
約
３
時
間

半
の
コ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
私
た

ち
は
毎
月
１
回
、
近
隣
の
山
を
中
心
に

活
動
し
、
年
１
回
は
宿
泊
を
伴
う
遠
征

登
山
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
熊
野

古
道
・
中
辺
路
を
歩
く
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
☎
38
ー
７
１
２
３

▼
メ
ー
ル

shoo_kenkosportsclub@
lagoon.ocn.ne.jp

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果　（
敬
称
略
）

◇
第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
（
10
／
10
〜
20
青
森
県
）

　
町
内
在
住
の
選
手
が
所
属
す
る
岡
山
県
代

表
チ
ー
ム
の
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
な
ぎ
な
た
競
技
成
年
女
子　
準
優
勝

　
サ
ッ
カ
ー
成
年
女
子　
　
　
１
回
戦
敗
退

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
女
子　
ベ
ス
ト
16

　
剣
道
競
技
成
年
女
子　
　
　
５
位
入
賞

　国民年金保険料は、所得税および
住民税の申告において全額が社会保
険料控除の対象となります。その年
の１月１日から12月31日までに納
付した保険料が対象となります。
　社会保険料控除を受けるために
は、納付したことを証明する書類の
添付が義務付けられています。
　このため、令和８年１月１日から９月30日まで
の間に国民年金保険料を納付された人へ、「社会保
険料（国民年金保険料）控除証明書」を本年10月
下旬から11月上旬にかけて日本年金機構本部から
対象者宛てに送付される予定です。
　お手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整
や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収証
書）を添付してください。
　また、令和８年10月１日から12月31日までの間
に今年はじめて国民年金保険料を納付された人につ
いては、令和９年２月上旬に送付される予定です。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、ご本人の社会保険料控除に加えることができま
すので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付の
うえ申告してください。
◆詳細・問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル（☎0570−003−004）
　津山年金事務所（☎31−2360）
　税務住民部年金担当（☎38−3116）

国民年金
任意加入制度について

第56回勝央町文化祭
第19回勝央町生涯学習フェスティバル

＜展示の部＞11月７日㈯　９：00〜17：00
　　　　　　 　８日㈰　９：00〜15：30
＜芸能の部＞11月８日㈰　10：00〜15：30
＜お 茶 席＞11月８日㈰　10：00〜15：00
場　所
　公民館・勝央美術文学館・勝央文化ホール
お茶席
　勝央文化ホールロビー

〔テーマ〕

伝えて  繋ぐ  わが町の文化

▶問い合わせ先
　勝央町文化協会事務局（公民館内）
　☎３８−１７５３

　今年で第55回を迎える、歴史ある「町内一周駅伝大会」
を開催します！
　これまで多くの町内の皆さんがタスキをつなぎ、地域の絆
を深めてきた本大会。今年も世代を超えてみんなで楽しく走
り、町内を盛り上げていきましょう！
　ご家族、お友だち、お知り合いをお誘い合わせのうえ、ぜ
ひお気軽にご参加ください。
　詳細は、10月号の折り込みチラシおよび町のホームペー
ジをご覧ください。
◆日　時　12月13日㈰　10：00スタート
◆対　象　町内在住もしくは勤務・通学する人がチーム内に

３人以上いること。
　　　　※小学生・中学生の部はチーム内（関係者を含む）

に町内在住もしくは勤務する人が１人以上いるこ
と。（未成年は、指導者・保護者の許可を得ること）

◆申　込　申込書の提出または右記二次元コードより申し込
み。

◆参加費　無料
◆問い合わせ先
　勝央町スポーツ協会　☎38−1753

勝央町一周駅伝大会
参加チーム募集！
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子育ての

ヒント
第295号

未来主役の
た
ち

ま
ち

の
花

つ
つ

じ
ま

ち
の

木
か

　
し

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

https://w
w

w
.tow

n.shoo.lg.jp/
〒

709−4316　岡
山

県
勝

田
郡

勝
央

町
勝

間
田

201
☎

0868−3
8

−3
1

1
1

　
蕭

0868−3
8

−3
1

2
0

令
和

8
年

1
1

月
1

日
発

行
編

集
・

発
行

／
勝

央
町

役
場

総
務

部
2

0
2

6
1

1
月

号
しょうおう
広報

あ
と
が
き

演
習
林
で
の
間
伐
実
習

勝
間
田
高
校

ひ

▼
朝
晩
ぐ
っ
と
冷
え
込
み
、
町
の
木
々

も
色
づ
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
月

号
の
表
紙
は
、
勝
央
北
小
学
校
で
行
わ

れ
た
角
力
大
会
の
一
コ
マ
で
す
。
１
年

生
が
自
分
で
考
え
た
「
し
こ
名
」
を
背

負
い
、
カ
ラ
フ
ル
な
ま
わ
し
姿
で
堂
々

と
土
俵
に
立
つ
姿
や
笑
顔
に
、
た
く
さ

ん
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

▼
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
た
「
第
45
回
金

時
祭
」
で
は
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
た
笑
顔
や

に
ぎ
や
か
な
声
が
と
て
も
印
象
的
で
、

地
域
の
温
か
い
雰
囲
気
を
改
め
て
実
感

で
き
た
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

▼
今
月
は
い
よ
い
よ
「
ス
イ
ー
ツ
＆
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
の

美
味
し
い
秋
の
味
覚
や
話
題
の
ス
イ
ー

ツ
、
素
敵
な
お
店
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
ワ

ク
ワ
ク
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

深
ま
る
秋
の
休
日
を
、
ぜ
ひ
ご
家
族
や

ご
友
人
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
本
格
的
な
冬
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

暖
か
く
し
て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

ど
丁
寧
な
作
業
を
徹
底
し
ま

し
た
。

　

直
径
25
～
55
㎝
、
樹
高
20

ｍ
ほ
ど
の
ス
ギ
を
伐
倒
し
た

後
は
、枝
葉
を
払
い
落
と
し
、

運
び
や
す
い
長
さ
の
丸
太
に

し
、
ク
サ
ビ
や
ロ
ー
プ
を
使

い
運
搬
し
ま
し
た
。
学
年
を

重
ね
る
ご
と
に
技
術
を
習
得

し
て
き
た
生
徒
た
ち
の
姿
に

教
員
も
安
心
し
て
指
導
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
員
が
１
本
ず
つ
伐
倒
を

や
り
遂
げ
、
３
年
生
に
と
っ

て
集
大
成
と
な
る
最
後
の
演

習
林
実
習
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
３
年
間
の
成
長
を
感

じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
締
め

く
く
り
の
実
習
と
な
り
ま
し

た
。

　

勝
間
田
小
学
校
で
は
、

掃
除
の
な
い
ロ
ン
グ
昼
休

み
を
活
用
し
て
、
年
間
６
回

の
「
に
こ
に
こ
タ
イ
ム
」
が

あ
り
ま
す
。
６
年
生
が
中
心

と
な
り
、
毎
回
企
画
・
運
営

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
初

回
は
、
縦
割
班
ご
と
に
集
ま

り
、
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
を

し
、
一
年
間
一
緒
に
活
動
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

す
。
今
年
は
、
体
育
館
で
班

ご
と
に
ハ
ン
カ
チ
落
と
し

を
し
て
、
楽
し
く
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
４
回
の
「
に
こ
に
こ
タ

イ
ム
」
で
は
、
６
年
生
が
迷

倒
方
向
を
決
定
。
退
避
場
所

を
指
示
し
、
狙
っ
た
方
向
へ

安
全
に
倒
す
た
め
の
切
り
込

み
（
受
け
口
・
追
い
口
）
を

チ
ョ
ー
ク
で
下
書
き
す
る
な

路
ク
イ
ズ
や
カ
フ
ー
ト
、

脱
出
ゲ
ー
ム
や
お
化
け
屋

敷
、
爆
弾
ゲ
ー
ム
や
線
つ
な

ぎ
な
ど
の
８
つ
の
ゲ
ー
ム

を
準
備
し
て
く
れ
、
５
年
生

以
下
の
児
童
が
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
部

屋
に
入
る
前
か
ら
「
ど
き
ど

き
す
る
わ
ー
」
と
か
、「
ど

ん
な
ゲ
ー
ム
か
早
く
知
り

た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
校
内
が
楽
し
い
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

年
間
を
通
じ
た
異
学
年

交
流
で
、
高
学
年
の
自
己
肯

定
感
を
育
む
と
と
も
に
、
行

事
や
生
活
に
よ
い
影
響
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
２
日
、
津
山
市
加
茂

に
あ
る
本
校
演
習
林
で
、
森

林
コ
ー
ス
３
年
生
が
間
伐
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
４
班
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や

ク
サ
ビ
、フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー

な
ど
10
㎏
を
超
え
る
重
装
備

を
身
に
つ
け
て
入
山
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
業
場
所
で
間
伐

に
臨
み
ま
し
た
。
教
員
の
指

導
の
も
と
安
全
確
保
を
最
優

先
と
し
、
周
囲
を
見
回
し
伐

丸太を運び出すようす

「お化け屋敷」入口

まずは、あいさつから！
　家庭で学校で地域であいさつが交
わせているでしょうか。公民館外壁
にも『あいさつの町勝央町』と掲げ
ています。『「笑顔」をつくり「輪」
をつくる』ともあるとおり、あいさ
つは人と人を結ぶ第一歩です。初対
面の人でもご近所さんでも馴染みの
友人でも家族であっても必要不可欠
な潤滑剤であり接着剤です。
　とは言え、あいさつをしなくても
社会的生活をすることは可能でしょ
う。でも考えてみてください、朝起
きて会う人みんなにあいさつ抜きで
接する生活。家庭でも職場でも友人
との会話やメールなどでもあいさつ
なし。自身が客となって店に行って
も「いらっしゃいませ」「ありがと
うございました」がなければ不愉快
な気になりますよね。
　人間社会はあいさつによって潤い
豊かになります。このことをぜひ子
どもたちに胸を張って伝え、感じさ
せることのできる大人であり社会で
ありたいと願います。まずは「おは
よう」から輪を広げましょう。

（教育委員会）

「
に
こ
に
こ
タ
イ
ム
」
で

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

勝
間
田
小
学
校

24

人口

世帯数
と

令和８年10月１日現在

人　口　10,476人
（－７）

　　　　男　5,072人
　　　　女　5,404人

世帯数　4,790世帯
（＋４）

※（　）内は前月比


